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【 請 求 項 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　

【 請 求 項 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 請 求 項 ３ 】
　
　
　
　
　

基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、
前 記 第 １ の 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 化 合 物 を 含 む 層 と 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 層 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 電 極 と 、
前 記 第 ２ の 電 極 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 と 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 無 機 絶 縁 膜 と 、
を 有 し 、
前 記 絶 縁 膜 は 、 前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 ま た は 第 ２ の 無 機 絶 縁 膜 よ り も 応 力 が 小 さ い こ と

を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、
前 記 第 １ の 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 化 合 物 を 含 む 層 と 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 層 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 電 極 と 、
前 記 第 ２ の 電 極 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 と 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 無 機 絶 縁 膜 と 、
を 有 し 、
前 記 絶 縁 膜 は 、 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、
前 記 第 １ の 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 化 合 物 を 含 む 層 と 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 層 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 電 極 と 、
前 記 第 ２ の 電 極 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 と 、



　
　
　

【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 ま た は 前 記 第 ２ の 無 機 絶
縁 膜 は 、 窒 化 珪 素 膜 、 酸 化 珪 素 膜 、 酸 化 窒 化 珪 素 膜 、 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 、 Ｃ Ｎ 膜 、 ま た は こ れ ら の
積 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 ま た は 前 記 第 ２ の 無 機 絶
縁 膜 は 、 シ リ コ ン を タ ー ゲ ッ ト と し た 高 周 波 ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 成 膜 さ れ る 窒 化 珪 素
膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 発 光 装 置 は 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 デ ジ タ ル カ メ
ラ 、 デ ィ ス プ レ イ 、 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ま た は 携 帯 情 報 端
末 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　

【 請 求 項 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 請 求 項 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
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前 記 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 無 機 絶 縁 膜 と 、
を 有 し 、
前 記 絶 縁 膜 は 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ｓ ｒ Ｏ ２ 、 Ｓ ｒ Ｏ 、 Ｃ ａ Ｆ ２ ま た は Ｃ ａ Ｎ の 合 金 膜 で あ る こ と

を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

３

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 絶 縁 膜 は 、 吸 湿 性 、 且 つ 、 透 光 性 を
有 す る 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

６
ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム

基 板 上 に 第 １ の 電 極 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 電 極 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 層 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 層 上 に 第 ２ の 電 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 電 極 上 に 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 上 に 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 無 機 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 絶 縁 膜 は 、 前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 ま た は 第 ２ の 無 機 絶 縁 膜 よ り も 応 力 が 小 さ い こ と

を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

基 板 上 に 第 １ の 電 極 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 電 極 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 層 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 層 上 に 第 ２ の 電 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 電 極 上 に 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 上 に 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 無 機 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 絶 縁 膜 は 、 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

基 板 上 に 第 １ の 電 極 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 電 極 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 層 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 層 上 に 第 ２ の 電 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 電 極 上 に 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 上 に 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 無 機 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 絶 縁 膜 は 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ｓ ｒ Ｏ ２ 、 Ｓ ｒ Ｏ 、 Ｃ ａ Ｆ ２ ま た は Ｃ ａ Ｎ の 合 金 膜 で あ る こ と

を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ８ 乃 至 １ ０ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 ま た は 前 記 第 ２ の 無 機
絶 縁 膜 は 、 窒 化 珪 素 膜 、 酸 化 珪 素 膜 、 酸 化 窒 化 珪 素 膜 、 Ｄ Ｌ Ｃ 膜 、 Ｃ Ｎ 膜 、 ま た は こ れ ら
の 積 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。



　 請 求 項 乃 至 の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 無 機 絶 縁 膜 ま た は 前 記 第 ２ の 無 機
絶 縁 膜 は 、 シ リ コ ン を タ ー ゲ ッ ト と し た 高 周 波 ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 成 膜 さ れ る 窒 化 珪
素 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 請 求 項 １ ４ 】
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８ １ １

請 求 項 ８ 乃 至 請 求 項 １ ２ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 絶 縁 膜 は 、 吸 湿 性 、 且 つ 、 透 光 性
を 有 す る 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ８ 乃 至 １ ３ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 発 光 装 置 は 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 デ ジ タ ル カ
メ ラ 、 デ ィ ス プ レ イ 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ま た は 携 帯 情 報
端 末 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。
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